
鯉
さ
ん
の
軌
跡

お

お
鯉
さ
ん
の
受
賞
歴

鳥居 龍蔵さん

原 安三郎さん

武原 はんさん（本名 幸子）

瀬戸内 寂聴さん

『マイシティとくしま』（四国放送テレビ）毎週日曜日１１：５０～正午放送／『徳島市NOW』（ケーブルテレビ徳島）毎日３回週替わりで放送

5月1日2007
平成１９年４月１日現在

（前月比）

人 口 ２６０，１５９人（－１，３４２）
男 １２３，７３４人 （－８０１）
女 １３６，４２５人 （－５４１）

世帯数 １０９，２０１世帯（－３９１）
面 積 １９１．３９�

（ホームページ）http://www.city.tokushima.tokushima.jp/
（携帯）http://www.city.tokushima.tokushima.jp/i/ No．７５８

多
田
小
餘
綾
さ
ん
は
明
治
４０
年
４

月
、
徳
島
市
大
道
３
丁
目
に
生
ま
れ

ま
し
た
。

三
味
線
を
習
い
始
め
た
の
は
小
学

校
入
学
前
、
６
歳
の
頃
。
そ
の
後
、

１０
歳
の
と
き
に
清
元
延
喜
久
（
き
よ

も
と
・
の
ぶ
き
く
）
氏
に
弟
子
入
り

し
、
本
格
的
に
三
味
線
を
修
行
し
ま

し
た
。

新
町
小
学
校
を
卒
業
後
、
芸
妓
の

道
を
志
し
、
大
正
９
年
に
芸
妓
「
う

た
丸
」
と
し
て
お
披
露
目
、
大
正
１２

年
に
「
こ
ゆ
る
ぎ
」
名
で
自
前
芸
者

と
な
り
、
昭
和
５
年
、
「
お
鯉
」
と

改
名
。
そ
の
鍛
え
ら
れ
た
美
声
と
三

味
線
の
技
を
も
っ
て
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
６
年
に
、
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア

大
阪
支
社
で
「
徳
島
盆
踊
唄
（
よ
し

こ
の
）」と
「
阿
波
風
景
」
を
レ
コ
ー

ド
に
収
録
、
翌
年
発
売
。
こ
れ
が「
阿

波
よ
し
こ
の
」
の
初
レ
コ
ー
ド
化
で

あ
り
、
全
国
に
阿
波
お
ど
り
の
リ
ズ

ム
が
知
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。

昭
和
８
年
に
は
長
唄
の
名
取
、
松

永
和
三
雄
（
ま
つ
な
が
・
わ
さ
ゆ

う
）
と
な
り
、
そ
の
２
年
後
、
昭
和

１０
年
に「
阿
波
盆
踊
唄（
よ
し
こ
の
）」

と
「
せ
き
ぞ
ろ
」
を

発
売
。

翌
、
昭
和
１１
年
に

は
、
タ
イ
ヘ
イ
レ
コ

ー
ド
と
専
属
契
約
を

結
び
、
「
東
の
市
丸
、

西
の
お
鯉
」
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ

る
レ
コ
ー
ド
歌
手
、日
本
の「
歌
姫
」

と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

昭
和
２１
年
１２
月
、
疎
開
先
か
ら
徳

島
市
に
戻
る
と
、
戦
後
、
復
活
し
た

阿
波
お
ど
り
の
宣
伝
の
た
め
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
に
参
加
、
県
外
で
「
よ
し
こ

の
」
を
披
露
し
、
阿
波
お
ど
り
と
と

も
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

昭
和
２４
年
の
暮
れ
に
は
、料
亭「
言

問
」
を
栄
町
に
開
業
し
女
将
と
し
て

店
を
切
り
盛
り
す
る
傍
ら
、
昭
和
３４

年
に
は
「
阿
波
踊
り
」「
阿
波
踊
り
囃

子
」
を
発
売
。
同
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島

放
送
局
や
四
国
放
送
が
相
次
い
で
テ

レ
ビ
放
送
を
開
始
し
た
の
に
伴
っ
て
、

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
に
も
数
多
く
出
演

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
６２
年
に
は
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
「
唄
い
つ
づ
け
て
７０
年
、

阿
波
よ
し
こ
の
・
お
鯉
」
を
発
売
、

平
成
１０
年
に
は
「
阿
波
の
心
」「
思
い

出
の
唄
」
の
２
枚
の
Ｃ
Ｄ
を
制
作
、

平
成
１８
年
に
は
「
お
鯉
〜
唄
声
は
時

代
を
超
え
て
〜
」
の
Ｃ
Ｄ
ア
ル
バ
ム

を
制
作
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
多
田
小
餘
綾
さ
ん

は
、
長
年
に
わ
た
り
、
「
阿
波
よ
し

こ
の
」
の
第
一
人
者
と
し
て
、
地
元

徳
島
に
根
を
下
ろ
し
、
阿
波
文
化
の

継
承
、
発
展
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も

に
、な
お
現
役
で
活
躍
さ
れ
、後
継
者

の
育
成
に
も
力
を
注
が
れ
て
い
ま
す
。

●
昭
和
２８
年
７
月

Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放

送
局
よ
り「
地
方
放
送
文
化
賞
」受
賞
。

●
昭
和
６２
年
６
月

阿
波
お
ど
り
の

名
を
全
国
に
広
め
た
こ
と
に
よ
り

「
徳
島
県
知
事
表
彰
」
受
賞
。

●
平
成
元
年
１０
月

徳
島
市
置
市
百

周
年
を
記
念
し
て
、
「
よ
し
こ
の
」

の
保
存
継
承
な
ら
び
に
後
継
者
育
成

の
功
績
に
よ
り「
徳
島
市
長
表
彰（
特

別
市
政
功
労
者
）」受
賞
。

●
同
年
１１
月

地
域
文
化
の
振
興
に

尽
力
し
た
こ
と
で
、
文
部
大
臣
よ
り

「
地
域
文
化
功
労
賞
」
受
賞
。

●
平
成
２
年
１１
月

郷
土
の
文
化
向

上
の
発
展
に
貢
献
し
た
こ
と
に
よ
り

「
徳
島
県
文
化
賞
」
受
賞
。

●
平
成
４
年

「
朝
日
新
聞
阿
波
お

ど
り
大
賞
」
受
賞
。

●
平
成
１７
年
１０
月

地
域
文
化
の
向

上
発
展
に
尽
く
し
た
こ
と
で
、ポ
ー
ラ
伝

統
文
化
振
興
財
団
よ
り
「
第
２５
回
伝

統
文
化
ポ
ー
ラ
賞
優
秀
賞
」
受
賞
。

●
平
成
１８
年
１０
月

多
年
に
わ
た
る

阿
波
お
ど
り
の
隆
盛
へ
の
貢
献
と
、

阿
波
文
化
の
継
承
・
発
展
に
尽
力
し

た
こ
と
に
よ
り「
県
民
栄
誉
賞
」受
賞
。

徳
島
市
で
は
、
市
民
ま
た
は
本
市
に
出
生
し
た
人
で
、
社
会
文
化
の
進

展
に
著
し
く
貢
献
し
た
人
に
対
し
て
、
徳
島
市
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
り
、

そ
の
功
績
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
５
人
目
と
な
る
名
誉
市
民
の
称

号
を
、
４
月
２７
日
に「
阿
波
よ
し
こ
の
」の
名
手
、
お
鯉
さ
ん
こ
と
多
田
小

餘
綾（
た
だ
・
こ
ゆ
る
ぎ
）さ
ん＝

徳
島
市
南
二
軒
屋
町＝

に
贈
り
ま
し
た
。

徳徳
島島
市市
名名
誉誉
市市
民民
にに

多
田

小
餘
綾
さ
ん

名
誉
市
民
に
選
ば
れ
て

こ
の
た
び
は
、
思
い
が
け
な
く

徳
島
市
名
誉
市
民
の
栄
誉
を
授
か

り
、
あ
り
が
た
く
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。
私
、
今
百
歳
、
こ
の
時
に

こ
の
よ
う
な
大
き
い
栄
誉
を
頂
き
、

不
思
議
な
縁
を
感
じ
ま
す
。
天
に

い
る
父
母
に
よ
い
お
土
産
が
で
き

ま
し
た
。

長
い
人
生
、
山
あ
り
谷
あ
り
で

し
た
が
、
好
き
な
お
芸
の
道
に
打

ち
込
ん
で
こ
ら
れ
た
こ
と
は
、
幸

福
な
人
生
で
し
た
。
六
歳
の
習
い

始
め
か
ら
今
日
ま
で
、
三
味
線
を

離
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
戦
争
中
に
も
田
舎
へ
三
味
線

を
疎
開
さ
せ
、
皆
か
ら
非
国
民
と

の
の
し
ら
れ
た
こ
と
も
ご
ざ
い
ま

し
た
が
ず
っ
と
弾
き
続
け
て
ま
い

り
ま
し
た
。
長
唄
、
小
唄
、
端
唄
、

清
元
と
唄
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

最
後
に
は
い
つ
も
「
阿
波
よ
し
こ

の
」
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

思
え
ば
、
「
阿
波
よ
し
こ
の
」

は
、
昭
和
六
年
に
レ
コ
ー
ド
に
吹

き
込
み
、
そ
の
後
何
回
も
い
ろ
い

ろ
工
夫
し
て
、
レ
コ
ー
ド
、
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
、
Ｃ
Ｄ
へ
と
唄
い
方

も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
き
ま
し

た
。
本
当
に
よ
く
勉
強
し
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

私
と
一
心
同
体
の
よ
う
に
、
弾

き
唄
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
と
う

と
う
、
百
歳
で
弾
き
唄
い
た
い
と

い
う
念
願
が
か
な
い
、
思
い
残
す

こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

徳
島
に
生
ま
れ
百
年
、
大
好
き

な
「
阿
波
よ
し
こ
の
」
と
一
生
を

と
も
に
過
ご
し
、
健
康
で
あ
っ
た

な
ら
ば
こ
そ
と
、
何
に
も
誰
に
も

感
謝
し
、
あ
と
わ
ず
か
の
残
り
の

人
生
を
大
事
に
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

これまでの徳島市名誉市民

昭和２８年２月３日授与
明治３年４月、船場町（現在の東船場町）に生まれ
る。中国、ペルーなどで人類学・考古学上の実地調
査を行い、大正１０年に文学博士の学位を授与される。

昭和５５年１０月１日授与
明治１７年３月、二軒屋町に生まれる。戦前・戦中
に経営難にあえぐ幾多の会社再建を手がけ、「会社
更生の名医」と賞賛される。昭和４５年勲一等瑞宝章
を受章。

平成元年１０月１日授与
明治３６年２月、籠屋町に生まれる。地唄舞を座敷
舞から舞台芸術へと高める。昭和６３年に文化功労者
となる。

平成１２年１０月１日授与
大正１１年５月、塀裏町（現在の幸町）に生まれる。
天台宗の僧侶でもあり、数々の伝記小説で文壇での
独自の地位を固める小説家。平成９年文化功労者に
選ばれる。平成１８年１１月文化勲章を受章。平成１９年
１月県民栄誉賞を受賞。

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお鯉鯉鯉鯉鯉鯉鯉鯉鯉鯉鯉鯉鯉鯉鯉鯉鯉鯉鯉鯉鯉鯉鯉鯉ささささささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

﹇
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気
づ
き
か
ら
始
ま
る

サ
ポ
ー
ト

子
ど
も
の
特
性
の
理
解

一
人
一
人
に
応
じ
た
支
援

一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
ま

ず
は
幼
稚
園
や
学
校
な
ど
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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児
童
手
当
制
度
と
は

学
校
教
育
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
平
成
１９
年
４
月
か
ら
「
特
別
支
援
教
育
」
が
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
徳
島
市
で
は
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
特
別
な
支
援
が
必
要
な
す

べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、
一
人
一
人
に
応
じ
た
適
切
な
指
導
や
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
教
育
が
学
校
全
体
に
浸
透
す
る
こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
確

か
な
学
力
の
向
上
や
豊
か
な
心
の
育
成
が
図
ら
れ
ま
す
。
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
を
温
か

く
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
支
援
教
育
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
障
害
児
教
育
の
対
象
の

子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
通

常
の
学
級
に
在
籍
し
て
い
て
支

援
の
必
要
な
子
ど
も
た
ち
に
も
、

適
切
な
指
導
や
支
援
を
行
う
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
保
護
者
だ
け
で
な

く
、
周
り
の
大
人
の
理
解
と
協

力
が
た
い
へ
ん
重
要
と
な
り
ま

す
。「

整
理
が
苦
手
」「
友
だ
ち
が

で
き
に
く
い
」
な
ど
、
保
護
者

や
担
任
が
家
庭
や
幼
稚
園
・
学

校
で
の
生
活
で
子
ど
も
の
困
っ

て
い
る
状
況
に
「
気
づ
く
」
こ

と
が
大
切
で
す
。

幼
稚
園
や
学
校
に
は
、
特
別

支
援
教
育
の
推
進
役
で
あ
る
特

別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
が
い
ま
す
。
担
任
や
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
に
、
子
ど
も

の
様
子
を
伝
え
て
も
ら
い
、
学

習
や
遊
び
、
友
だ
ち
と
の
か
か

わ
り
な
ど
多
方
面
か
ら
、
子
ど

も
の
特
性
を
理
解
し
ま
す
。

担
任
だ
け
で
な
く
、
幼
稚
園

や
学
校
全
体
で
子
ど
も
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
、
子
ど
も
に
か

か
わ
る
人
や
関
係
機
関
が
連
携

し
、
成
長
に
あ
わ
せ
て
継
続
し

た
支
援
を
目
指
し
ま
す
。

徳
島
市
教
育
委
員
会
で
は
、

小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
教
育

の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
を
設
置
し
ま

す
。

■
登
録
条
件

保
護
者
ま
た
は
市
内
在
住
の

人
（
無
償
で

活
動
で
き
る

こ
と
）

■
活
動
内
容

�
学
習
活
動

の
支
援
（
授

業
の
補
助
、

教
材
教
具
の

作
成
な
ど
）

�
学
校
生
活

の
支
援
（
給

食
の
補
助
、

清
掃
活
動
の

補
助
、
休
み

時
間
の
支
援

な
ど
）

�
安
全
の
支

援
（
登
下
校

や
学
校
内
で

の
安
全
支
援
な
ど
）

■
登
録
方
法

登
録
カ
ー
ド
に
活
動
で
き
る

内
容
、
時
間
帯
な
ど
を
記
入
し
、

学
校
教
育
課
ま
た
は
小
・
中
学

校
に
登
録
カ
ー
ド
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
登
録
カ
ー
ド
は
、
学
校
教
育

課
に
お
い
て
あ
り
ま
す
（
徳
島

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）。

※
有
効
期
間
は
、
登
録
し
た
日

か
ら
、
平
成
２２
年
３
月
３１
日
ま

で
（
３
年
ご
と
更
新
）。

■
活
動
の
実
施

活
動
を
依
頼
す
る
学
校
が
、

登
録
者
に
連
絡
し
、
活
動
内
容

を
調
整
し
ま
す
。

■
そ
の
他

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
保
険
料

は
教
育
委
員
会
が
全
額
負
担
し

ま
す
。

地地
域域
でで
子子
どど
もも
たた
ちち
のの
育育
ちち
をを
応応
援援
！！

徳徳
島島
市市
のの
特特
別別
支支
援援
教教
育育

ふれあい健康館 講座の募集

ふれあい健康館では、下表のとおり開講する長期楽（がく）
習と夜間講座の受講生を募集します。

平
成
１９
年
４
月
１

日
か
ら
児
童
手
当
法

の
改
正
に
よ
り
、
３

歳
未
満
の
乳
幼
児
に

対
す
る
児
童
手
当
等

の
額
が
拡
充
さ
れ
ま

し
た
。

児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
に
手
当
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
り

家
庭
に
お
け
る
生
活

の
安
定
を
図
る
と
と

も
に
、
次
代
の
社
会

を
担
う
児
童
の
健
全

な
育
成
お
よ
び
資
質

の
向
上
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

○
支
給
対
象（
特
例
給
付
を
含
む
）

１２
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
３１

日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
小

学
校
修
了
前
の
児
童
）
を
養
育

し
て
い
る
人（
所
得
制
限
あ
り
）。

○
支
給
手
続
き

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育

す
る
家
計
の
主
た
る
生
計
維
持

者
が
申
請
し
、
住
所
地
の
市
区

町
村
長（
公
務
員
の
方
は
勤
務

先
）の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
より、申請した翌月分から

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
手
当
額

平
成
１９
年
４
月
か
ら
、
３
歳

未
満
の
乳
幼
児
に
対
す
る
児
童

手
当
等
の
額
が
出
生
順
位
に
か

か
わ
ら
ず
一
律
月
額
１
万
円
に

な
り
ま
し
た
。
既
に
本
市
で
児

童
手
当
等
を
受
給
し
て
い
る
場

合
は
、
新
た
な
認
定
請
求
な
ど

は
不
要
で
す
。
３
歳
以
上
の
児

童
の
児
童
手
当
等
の
額
、
支
給

対
象
年
齢
お
よ
び
所
得
制
限
限

度
額
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

な
お
、
３
歳
到
達
後
の
翌
月

か
ら
は
第
１
子
お
よ
び
第
２
子

の
手
当
額
は
５
千
円
と
な
り
ま

す
。

☆
手
当
を
受
給
し
て

い
な
い
人
は

出
生
、
転
入
な
ど
に
よ
り
新

た
に
受
給
資
格
が
生
じ
た
人
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、こ
れ
ま
で
所
得
が
限
度

額
を
超
え
、受
給
で
き
な
か
っ
た

人
も
、６
月
以
降
の
所
得
要
件

に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、５
月
中
に
再
度
認
定
請
求

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。児
童

手
当
等
は
請
求
月
の
翌
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

☆
す
で
に
手
当
を

受
給
し
て
い
る
人
は

現
在
、
児
童
手
当
等
を
受
給

さ
れ
て
い
る
人
は
、
６
月
１
日

か
ら
「
現
況
届
」
の
受
け
付
け

を
開
始
し
ま
す
（
現
況
届
は
後

日
郵
送
し
ま
す
）。

児童手当法が改正されました

＜３歳未満の児童＞
（改正前） （改正後）
第１子、第２子月額５千円→月額１万円

（倍増）
第３子以降 月額１万円→月額１万円

（従来どおり）
＜３歳以上（従来どおり）＞
第１子、第２子 月額５千円
第３子以降 月額１万円

［対象］市内在住で１８歳以上の人
［申し込み］はがき（１枚に１講座）に住所・名前（ふりがな）・
性別・年齢・希望の講座（曜日・時間）・電話番号を記入し、
５月１２日�（必着）までにふれあい健康館（〒７７０－８０５３ 沖浜
東２－１６）へ。また、徳島市ホームページ「電子申請」からも申
請可。応募者多数の場合は抽選。

［問い合わせ先］ふれあい健康館（�６５７－０１９０）

平和を見つめなおそう 保健センター
（ふれあい健康館内）

なんでも相談市民センター
市役所１階 �６２１－５２００・５１２９５月の無料相談

５月３日は憲法記念日です。昭和２２
年のこの日に施行された日本国憲法は
今年で６０年を迎えました。
日本国憲法は、恒久平和、基本的人

権の尊重、国民主権を基本理念とした
平和憲法です。
この基本理念に基づき、昭和６０年６

月に市議会で議決された「徳島市非核
平和都市宣言」も、平和主義の理念から
市民の暮らしを守ろうとするものです。
私たちは、これからも、この平和な

まち、この自由で安全な暮らしを守り
続けなければなりません。
憲法記念日を迎えるにあたり、あら

ためて、平和について、市民一人一人
で考えてみたいものです。
［問い合わせ先］総務課（�６２１－５０１６）

女性センター アミコビル４階

＊※は予約制で、２日�８：３０から電話でのみ予約受
付。先着２７人（各日９人）で１人２０分以内。
＊行政相談委員相談は、ふれあい健康館１階相談室
でも実施。［とき］１６日�１３：００～１５：００
＊司法書士相談は、シビックセンター５階第２活動室で
も実施。［とき］１３日�・２７日�１０：００～１２：００

※は保健師、他は医師が相談に応じます。
※託児あり（１歳～就学前。要申し込み）

《専門員による相談》［対象］市内在住の人
１３：００～１６：００
１３：００～１５：００
１３：３０～１６：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１２：００
１０：００～１３：００

１３：００～１６：００

９：００～１５：３０

９：００～１５：３０

９・１６・２３日�
７日�
１・１５日�
１７日	

毎週月・金曜
毎週火曜
２４日	

１０日	

毎週月～金曜

毎週月～金曜

弁 護 士※
行政相談委員
人権擁護委員
土地家屋調査士
司 法 書 士
行 政 書 士
住まいづくり
社会保険労務士
（ 年 金 相 談 ）

心 配 ご と
（相続・離婚など）

交 通 事 故

《医師・保健師による健康相談》�６５６－０５１５
［対象］市内在住の４０歳以上の人【要予約】

１３：００～１５：００

１０：００～１２：００

１３：００～１５：００
１０：００～１２：００

１３：００～１５：００

１３：００～１５：００

１３：００～１７：００

８日�

１６日�

８日�
１６日�

１７日	

２２日�

２３日�

一般健康相談

認知症予防相談

家族などの介護を
行う人の健康相談

歯 科医師相談

糖 尿 病 相 談
禁煙支援相談

生活習慣改善相談※

《女と男の生き方相談》
�６２４－２６１３
［対象］市内在住・在勤・在学の人

◆女性センター開所日
１０：００～１７：００
〈休〉日曜、火曜、祝日

年末年始

１８：００～２０：００
２日�
９日�・１１日

１６日�・１８日


一 般 相 談
カウンセリング
・電話
・面談（要予約）

夜 間 相 談
・電話（要予約）
・面談（要予約）

◆長期楽（がく）習

備考

別途教材費
２００円

別途教材費
５００円

受講料

９００円

１，２００円

１，２００円

定員

２０

２０

２０

時間
１０：００～
１２：００

１０：００～
１２：００

１０：００～
１２：００

開催日
５／１７・６／２１・
７／１９各木曜
５／２０・６／１７・
７／１５・８／１９
各日曜
５／２３・６／２７・
７／２５・８／２２
各水曜

講座名
エンカウンター
グループ

唐詩朗詠
－長恨歌の世界－

絵手紙講座

◆夜間講座（５月～９月）

教材費

資料代

４，０００円

なし

粘土代

資料代

１回
５００円程度
１回
１，０００程度

１，０００円

なし

受講料

４，５００円

７，０００円

７，５００円

４，５００円

６，０００円

４，５００円

２，５００円

６，０００円

７，５００円

定員

２０

２５

３５

２０

２０

２０

１５

２０

３５

回数

９

１４

１５

９

１２

９

５

１２

１５

開催時間
１８：３０～
２０：３０

１８：３０～
２０：３０

１９：００～
２０：３０

１８：３０～
２０：３０

１９：００～
２０：３０

１９：００～
２０：３０

１８：３０～
２０：３０

１９：００～
２０：３０

１９：００～
２０：３０

開講日

５／２２

５／２２

５／３０

５／２４

５／２４

５／３１

５／１８

５／２５

５／２５

曜日
第２・４
火

火

水

第２・４
木

木

木

金

金

金

講座名
日本の伝統芸道
詩吟入門講座

ペン習字

ヨーガ

シルバー
アクセサリー
暦の読み方と
運命学（開運法）
リンパ健康法
慢性筋肉疲労を取ろう
ビーズ
アクセサリー
Happy
カラー
誰でも簡単�
ジャズダンス

◆長期楽（がく）習
※はがきによる申し込みは不要。希望する人は開講時間にお越しください。

備考

要予約（�６５７‐０１９７）。
予約受け付けは毎週
土曜日（第５除く）の
１４：００～１６：００。

時間
９：３０～
１１：３０
１８：３０～
２０：３０
１９：００～
２０：３０

１４：００～
１６：００

１８：４５～
２０：３０

開催日

毎週火曜

毎週木曜

毎月第１・３
金曜

毎週土曜
（第５除く）

毎週土曜

講座名
人形浄瑠璃
「阿波鳴」を演じよう
人形浄瑠璃
「曽根崎心中」「阿波鳴」「三番叟」を演じよう
阿波踊り上達への
近道講座

パソコンQ&A

初めての手話

徳島市は、個人情報の取扱いについては「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈徳
島
市
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
�

（
６
２
１
）５
４
１
２

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈子
育
て
支

援
課
�（
６
２
１
）５
１
９
４
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とくしま植物園
フラワーアレンジメント教室（夏コース）

内 容

森の番人アレンジメント
テーブルアレンジメント（曲線をつかって）
プリザーブドコサージ作り

講習日

６／６�
６／２０�
７／４�

回

１回
２回
３回

※時間はいずれも１０：３０～１２：３０

市民菜園利用者

利用料（年）

９，０００円

６，０００円

募集区画

５区画
各３０�
９区画
各２０�

募集菜園名

名東けんこう農園
（名東町２丁目）
中島田なかよし農園
（中島田町４丁目）

身近な川の一斉調査

応急手当の実技講習会

公園緑地課の臨時職員

甲・乙種防火管理講習

第６回とくしま植物園ガーデニング
コンクール作品展示中

ゴールデンウイークガラス工芸体験観光

市立図書館
５月のおはなし室プログラム

市税などの納付は便利な口座振替で

緊急通報装置の貸し出し

国保料の納付にご協力を

農作業事故にご注意を

農地の貸し借りの
申し出を受け付け

市立図書館
５月５日祝は臨時開館

５月１１日～２０日
春の全国交通安全運動

市役所東側駐車場を
観光客に無料開放

申…お申し込み方法 問…お問い合わせ先

とくしま植物園（渋野町入道）緑の相談
所で。対象は、市内在住・在勤の人。講師
は古賀好恵さん。定員は２０人（抽選）。参加
費は６，０００円（３回分）。

申往復はがきに、住所・名前・年齢・電
話番号・教室名・返信宛て名を記入し、５
月１５日�（必着）までにとくしま植物園緑
の相談所（〒７７１－４２６７ 渋野町入道４５－
１ �６３６－３１３１）へ。徳島市ホームペー
ジ「電子申請」からも申し込み可。

対象は市内在住の農家でない人。抽選。

申はがきに住所・名前・電話番号・希望
菜園名を記入し、５月８日�（必着）までに、
農林水産課（〒７７０－８５７１ 幸町２－５
�６２１－５２４６）へ。徳島市ホームページの
「電子申請」からも申し込み可。

６月３日�９：００～１２：００。市内の河川
から水を採取して水質検査を行い、水質マ
ップを作成。小学生以下は保護者同伴で。
申電話またははがきで、住所・名前・年齢・
電話番号を５月２１日�までに環境保全課
（〒７７０－８５７１幸町２－５ �６２１－５２１３）へ。

５月２０日�１３：００～１６：００。東消防署（新
蔵町１）で。人工呼吸法や胸骨圧迫、AED
の取り扱いなど。受講は無料。
申東消防署（�６５６－１１９５）、西消防署（�
６３１－０１１９）

街路樹維持管理の現場作業を行う臨時職
員を募集。採用は若干名。応募資格は３０歳
までの人。日給７，９５０円。
問公園緑地課（�６２１－５２９５）

▽５月２２日�・２３日�▽２４日�・２５日	
▽２８日�・２９日�のいずれか（乙種は、各

回の１日目のみ）。時間は、１日目＝９：２５
～１６：４０。２日目＝９：３０～１６：４０。消防
局（新蔵町１）３階講堂で。テキスト代
３，０００円。筆記用具持参。
申 ５月７日�～１１日	８：３０～１７：００に所
定の申込書とテキスト代を添えて直接、消
防局３階予防課（新蔵町１ �６５６－１１９３）、
または西消防署（庄町１ �６３１－０１１９）へ。
なお、電話・ファクスは申し込み不可。

５月６日�まで。とくしま植物園（渋野
町入道）で。愛好家が作り上げたコンテナ
ガーデンやハンギングバスケットなど約５０
点を展示。入園は無料。また、期間中はミ
ニ園芸教室なども開催。
問とくしま植物園緑の相談所（�６３６－
３１３１）

５月３日
～６日�９：００～１７：００（受
け付けは１６：００まで）。徳島ガラススタジオ
（勝占町中須）で。▽サンドブラスト体験。
体験料１，０００～１，５００円。▽フュージング体
験。体験材料費１，０００円～。▽バーナーワ
ーク体験。体験材料費１，０００円～。直接会
場へ。
申徳島ガラススタジオ（�６６９－１１９５）へ。

◇５日
お話と絵本。◇１２日�大型紙芝
居。◇１９日�お話と手遊び。２６日�おんぶ
とだっこのふれあい遊び。◇２７日�エンジ
ョイイングリッシュ。１０：３０～１１：００（２７
日エンジョイイングリッシュのみ１０：００～
１１：００）。参加は無料。
問市立図書館（�６５４－４４２１ 毎週火曜日
と５月３日
、４日
、３１日�は休館）

口座振替できるのは①固定資産税②市・
県民税（給与天引き分を除く）③軽自動車
税（同一名義分はすべて対象）④国民健康
保険料⑤市営住宅使用料⑥介護保険料
申預金通帳とその印鑑、平成１９年度分の
納税（納入）通知書を持って、通知書に記
載の金融機関（郵便局を除く）で手続きを。
問①②③納税課（�６２１－５０７９）、④保険年
金課（�６２１－５３８４）、⑤住宅課（�６２１－５２
８６）、⑥介護保険課（�６２１－５５８２）

電話回線を使って病気や事故などの緊急
事態の発生を協力者に通報する装置。
対象は、市内在住の一人暮らしで、おお

むね６５歳以上の人、または障害者手帳（１
・２級）を持ち、所得税が課税されていな
い人など。申請時に協力者が２人必要。装
置と工事代は無料。修理代や電話料金など
は本人負担。貸出し台数に限りあり。
申５月３１日�までに▽高齢者＝ながいき
課（�６２１－５１７６）▽身体障害者＝福祉課
（�６２１－５１７７）

５月を「国保料収納率向上特別対策月
間」とし、保険料の未納世帯に対して日曜
特別徴収や夜間戸別訪問、電話催告などを
実施。やむを得ない事情で保険料の納付が
困難な場合は、納付相談を。
問保険年金課（�６２１－５１５７・５１６４）

６月１０日�までは「春の農作業安全運動
月間」。農作業の機械化が進む中、機械使用
中の事故が後を絶ちません。作業時の安全
確保には細心のご注意を。特に、農業機械
は、格納するまで、安全使用・安全運転を。
問農林水産課（�６２１－５２５２）

農業経営基盤強化促進法によるもの。対
象は、市街化調整区域内の農地。
特徴は農地法の許可が不要で、契約期間
が過ぎれば離作料を支払うことなく確実に
返してもらえるなど。
申貸し手・借り手の印鑑、貸借する土地
の登記事項証明書を持参し、５月１１日	ま
でに農業委員会事務局（市役所３階 �６２１
－５３９３）へ。

５月５日
は、子ども読書週間のため臨
時開館。開館時間は９：００～１８：００。
問市立図書館（�６５４－４４２１）

運動の基本を「子どもと高齢者の交通事
故防止」、運動の重点を①飲酒運転の根絶②

自転車の安全利用の推進③後部座席を含む
シートベルトとチャイルドシートの正しい
着用の徹底④高齢者を守る意識の醸成と思
いやり活動の推進
問市民生活課（�６２１－５１３０）

５月３日
～６日�９：００～１９：００。市
役所庁舎東側のJR牟岐線沿い駐車場を県
内外の観光客に無料開放。
問観光課（�６２１－５２３２）

ポリオ予防接種を実施
保健センター母子保健ルーム（沖浜東
２ ふれあい健康館２階）で。対象は、
生後３カ月～９０カ月未満で、２回投与を
受けていない乳幼児。接種は無料。

※今年度のポリオ予防接種の日程（９月
・１１月・３月）は徳島市ホームページに
掲載しています。

ポリオの追加接種をお勧めします
昭和５０年～５２年生まれの人は、ポリオ
の免疫保有割合が他の年齢の人に比べて
低いことから、▽ポリオウイルスが根絶
されていない国に渡航する▽お子さんが
予防接種を受ける－場合は、再接種を。
接種は、県立中央病院、徳島大学病院、
徳島赤十字病院の各小児科で実施（予約
が必要）。なお、任意のため有料。
問保健センター（�６５６－０５４０）

ゴールデンウイークのごみの収集
５月３日�・４日	は、通常どおりご
みを収集します。
問生活環境課（�６２１－５２１７）

５月は軽自動車税の納期月です
納期限は５月３１日�

電気式生ごみ処理機の購入費を補助
家庭から排出される燃やせるごみの約３０％を生ごみが占めています。
徳島市では、家庭で生ごみを処理していただくため、「電気式生ごみ処理機」を購
入する人に購入費用を補助します。電気式生ごみ処理機を使って、生ごみの減量・リ
サイクルにご協力ください。

［対象］市に住民登録し、住んでいる世帯主
［補助金額］購入金額の２分の１。
ただし、限度額は３万円。
［補助台数］４５０台（１世帯につき１台限り）
［対象機種］微生物分解方式か乾燥方式の
家庭用電気式生ごみ処理機。ただし、市
内の取扱店で購入するものに限ります。

［申し込み］はがきに「電気式生ごみ処理機
購入費補助希望」と明記のうえ、住所・世帯
主の名前（ふりがな）・生年月日・電話番号
を記入し、生活環境課（〒７７０－８５７１ 幸町
２－５ �６２１－５２０２）へ。※徳島市内の取扱
店以外で購入したり、申し込み後に送付す
る「承認決定通知書」を受け取る前に購入
した場合は、補助金を交付できません。

ふふれれああいいパパソソココンン講講座座ウウオオーーキキンンググ手手帳帳をを
ごご活活用用くくだだささいい！！

考考古古資資料料館館企企画画展展開開催催中中
鮎鮎喰喰川川流流域域のの古古墳墳文文化化

ふれあい健康館（沖浜東２）
で、パソコン講座を開催します。
［とき］５月２２日�から開講。
［対象］市内在住の１８歳以上の初
心者（シニアパソコンはおおむ
ね６０歳以上の初心者）。応募多数
の場合は抽選。なお、受講希望
者が少ない講座は中止すること
があります。
［申し込み］ はがきに希望コー
ス・曜日・時間・住所・名前・
年齢・電話番号を記入し、５月
１５日�（必着）までに、ふれあ
い健康館（〒７７０－８０５３ 沖浜
東２－１６ �６５７－０１９０）へ。
徳島市ホームページ「電子申
請」からも申し込み可。

［とき］７月１日�まで（ただ
し、毎週月曜日と祝日の翌日
は休館）。
［ところ］徳島市立考古資料館
展示室
［展示資料］鮎喰川下流域の古
墳時代の集落跡、古墳など出
土の銅鏡、武器、装身具、馬
具、土器（土師器・須恵器）、
埴輪など約５００点。

安全で手軽にできるウオーキングは、
運動不足の人や高齢者にも簡単にでき
る有酸素運動です。
楽しくウオーキングを継続するため
に、ウオーキング手帳をご活用くださ
い。一人一冊で
費用は無料です。
希望者は直接、
保健センター
（沖浜東２ ふ
れあい健康館３
階）へ（郵送で
の送付は不可）。
［問い合わせ先］
保健センター（�６５６－０５３１）

三角縁張是作六神四獣鏡（宮古古墳）

考考古古資資料料館館企企画画展展記記念念講講演演会会
５月１３日�１４：００～１６：００。企画展「鮎喰川流域の古墳文
化」を記念した講演会。講師は�徳島県埋蔵文化センター主
任研究員・栗林誠治さん。定員は８０人（先着順）参加費は無料。
［問い合わせ先］考古資料館（�６３７－２５２６）

生れた月

４月～５月

６月

７月

８月

実施日

５月１５日�

５月１６日�

５月１７日�

５月１８日	

生れた月

９月

１０月～１１月

１２月～１月

２月～３月

実施日

５月８日�

５月９日�

５月１０日�

５月１１日	

受講料（全８回分）

１０，０００円

９，６００円

８，０００円

８，０００円

１０，４００円

時 間
１０：００～１１：３０
１３：００～１４：３０
１５：００～１６：３０
１０：００～１１：３０
１５：００～１６：３０
１３：００～１４：３０
１８：３０～２０：００
１５：００～１６：３０
１５：００～１６：３０
１０：００～１１：３０
１８：３０～２０：００
１０：００～１１：３０
１３：００～１４：３０
１３：００～１４：３０
１０：００～１１：３０
１５：００～１６：３０
１３：００～１４：３０
１８：３０～２０：００
１５：００～１６：３０
１３：００～１４：３０
１０：００～１１：３０

曜日
火
火
火
水
木
金
土
日
水
木
金
土
日
木
金
土
水
木
金
土
日

コース名

シニアパソコン

Vista入門

インターネット
入門

パソコン入門

デジタルカメラ
活用

徳島市役所（本庁舎）への郵便物は、住所がなくても「〒７７０－８５７１ 徳島市役所○○課」で届きます。 電話番号案内および夜間・休日にご用のある人は代表番号（�６２１－５１１１）へ。

全コース８回 定員各１０人 別途テキスト代は２，０００円程度必要
※好きな時間を選べるフリー講座（８回１１，６００円）あり

［受付時間］１３：００～１４：００
※都合の悪い場合は、日程中で変更してください。

広 報第７５８号 平成１９年５月１日３



徳
島
市
で
は
、
だ
れ
も
が
住
み
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
市
民
自
ら
が
公

の
た
め
に
行
う
市
民
活
動
を
実
施
す

る
民
間
非
営
利
組
織
）
と
市
と
の
協

働
を
推
進
す
る
た
め
、昨
年
度
に「
徳

島
市
協
働
提
案
事
業
支
援
制
度
」
を

創
設
し
ま
し
た
。

昨
年
は
１１
事
業
の
応
募
が
あ
り
、

選
考
の
結
果
▽
脳
い
き
い
き
介
護
予

防
▽
徳
島
市
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基

本
構
想
啓
発
活
動
▽
ひ
ょ
う
た
ん
島

・
景
観
ま
ち
づ
く
り
▽
家
具
転
倒
防

止
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
・

派
遣
の
各
事
業
を
協
働
で

実
施
し
ま
し
た
。
２
年
目

の
今
年
も
、
協
働
事
業
の

提
案
を
募
集
し
ま
す
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
皆
さ
ん
の
柔
軟
な

発
想
に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な

提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
提
案
募
集
期
間
﹈５
月
１

日
�
〜
６
月
１
日
�

﹇
募
集
す
る
事
業
﹈市
と
協

働
で
市
民
に
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
事
業
（
た

だ
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
業
と

し
て
す
で
に
実
施
し

て
い
る
も
の
、
行
政

の
制
度
と
し
て
す
で

に
あ
る
も
の
は
対
象

外
）

﹇
応
募
資
格
﹈市
内
で
１
年
以
上
活
動

し
、
か
つ
５
人
以
上
の
構
成
員
を
有

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

﹇
支
援
の
内
容
﹈事
業
費
の
８
割
以
内

（
上
限
５０
万
円
）

﹇
支
援
予
定
数
﹈お
お
む
ね
３
〜
４
事

業
（
補
助
金
総
額
１
５
０
万
円
）

﹇
選
考
方
法
﹈応
募
書
類
と
公
開
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
６
月
１５
日
を
予

定
）、協
働
関
係
課
か
ら
の
意
見
書
に

よ
り
選
考
し
ま
す
。

﹇
募
集
要
項
﹈市
民
協
働
課
窓
口
（
市

役
所
南
館
２
階
）
で
配
布
。
徳
島
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
。
※
よ
り
良
い
協
働
を
行
う
た

め
、
応
募
の
際
は
協
働
関
係
課
と
話

し
合
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

「
心
お
ど
る
水
都
・
と
く
し

ま
」
と
聞
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

は
ど
ん
な
こ
と
を
想
像
さ
れ
ま

す
か
。

ワ
ク
ワ
ク
す
る
感
じ
。
阿
波

お
ど
り
の
躍
動
感
。
市
内
を
流

れ
る
美
し
い
川
…
。
人
そ
れ
ぞ

れ
さ
ま
ざ
ま
な
印
象
を
持
た
れ

る
と
思
い
ま
す
。

「
心
お
ど
る
水
都
・
と
く
し

ま
」
は
、
現
在
、
市
が
策
定
し

て
い
る
第
４
次
徳
島
市
総
合
計

画
の
基
本
構
想
で
、
市
の
将
来

像
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
以
前
か
ら
、
個
性
的
で
、

端
的
に
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
す
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
決
め
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
「
心
お
ど
る
水

都
」
は
徳
島
市
に
ぴ
っ
た
り
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

徳
島
市
は
、
市
内
に
吉
野
川

を
は
じ
め
と
す
る
大
小
１
３
８

も
の
河
川
が
流
れ
る
全
国
的
に

も
珍
し
い
都
市
で
す
。
ま
た
、

世
界
に
誇
る
阿
波
お
ど
り
で
も

有
名
で
す
。
豊
か
な
自
然
を
守

り
な
が
ら
、
「
同
じ
阿
呆
な
ら

踊
ら
に
ゃ
そ
ん
そ
ん
」
と
い
う

積
極
性
を
持
ち
、
徳
島
市
を
よ

く
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
を

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
で
き
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
。

私
も
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
父
に
連

れ
ら
れ
て
吉
野
川
で
釣
り
を
し
た
り
、

新
町
川
で
友
達
と
貸
し
ボ
ー
ト
に
乗

っ
た
り
と
、
水
に
ま
つ
わ
る
思
い
出

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
当
時
の
新

町
川
は
、
水
し
ぶ
き
が
か
か
る
と
白

い
服
が
真
っ
黒
に
な
る
く
ら

い
汚
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

で
は
泳
げ
る
ほ
ど
き
れ
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
今
年
度
、
ひ
ょ

う
た
ん
島
周
遊
船
購
入
の
補

助
事
業
や
、
新
町
川
公
園
や

ふ
れ
あ
い
橋
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
飾

る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
景
観
整
備
事
業
を

新
た
に
実
施
し
ま
す
。

周
遊
船
に
乗
っ
て
川
か
ら

街
を
な
が
め
た
り
、
光
が
揺

ら
め
く
川
面
を
見
な
が
ら
散

策
し
た
り
と
、
「
心
お
ど
る

水
都
・
と
く
し
ま
」
に
ふ
さ
わ
し

い
新
た
な
川
の
魅
力
が
多
く
の
人

を
引
き
つ
け
て
く
れ
れ
ば
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

徳
島
市
長

原

秀
樹

徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳
島島島島島島島島島島島島島島
市市市市市市市市市市市市市市
協協協協協協協協協協協協協協
働働働働働働働働働働働働働働
提提提提提提提提提提提提提提
案案案案案案案案案案案案案案
事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業
支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援
制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度

市市
とと
のの
協協
働働
事事
業業
のの
提提
案案
をを
募募
集集
しし
まま
すす

市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民
とととととととととととと
市市市市市市市市市市市市
長長長長長長長長長長長長
のののののののののののの

情

熱

心おどる水都・とくしま
▲昨年の協働支援事業・家具転倒防止ボランティア
育成・派遣事業の実技講習会の様子

－１１－

公
開
間
近

の
映
画
「
眉

山
―
び
ざ
ん

―
」
と
徳
島
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、

市
で
は
こ
の
ほ
ど
有
名
連
（
阿
波
お

ど
り
振
興
協
会
・
徳
島
県
阿
波
踊
り

協
会
）
か
ら
選
抜
さ
れ
た
連
員
６４
人

で
構
成
す
る
「
眉
山
連
」
を
結
成
し
、

４
月
３
日
に
東
京
で
開
か
れ
た
映
画

「
眉
山
」
完
成
報
告
会
見
で
盛
大
に

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

眉
山
の
緑
と
吉
野
川
の
青
を
基
調

に
し
た
浴
衣
姿
で
登
場
し
た
「
眉
山

連
」は
、犬
童
一
心
監
督
や
松
嶋
菜
々

子
さ
ん
、
大
沢
た
か
お
さ
ん
、
宮
本

信
子
さ
ん
、
原
作
者
の
さ
だ
ま
さ
し

さ
ん
を
は
じ
め
、
大
勢
の
観
客
の
前

で
本
場
の
阿
波
お
ど
り
を
披
露
。
映

画
の
完
成
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
２２
日
に
阿
波
お
ど
り

会
館
で
行
わ
れ
た
映
画
「
眉
山
」
徳

島
凱
旋
（
が
い
せ
ん
）
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
も
参
加
。
今
後
も
、
同
映
画
や

観
光
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
８
月
の
阿

波
お
ど
り
本
番
な
ど
で
乱
舞
を
披
露

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

同
映
画
の
劇
場
公
開
は
５
月
１２
日

�
か
ら
。
徳
島
県
内
の
上
映
場
所
は
、

徳
島
ホ
ー
ル
と
北
島
シ
ネ
マ
サ
ン
シ

ャ
イ
ン
で
す
。
特
別
鑑
賞
券
は
、
市

内
の
日
本
観
光
旅
館
連
盟
加
盟
ホ
テ

ル
、
徳
島
駅
前
の
総
合
案
内
所
、
各

劇
場
な
ど
で
１１
日
�
ま
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
市
役
所
３
階
で
は
、
５
月

末
ま
で
同
映
画
徳
島
ロ
ケ
を
紹
介
す

る
パ
ネ
ル
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
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▲ペットボトルレースでボートをこぐ原市長＝新町川

▲映画「眉山」完成報告会見で盛大にPRを行う「眉山連」
＝東京・六本木ヒルズ

徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳島島島島島島島島島島島島島島島島城城城城城城城城城城城城城城城城博博博博博博博博博博博博博博博博物物物物物物物物物物物物物物物物館館館館館館館館館館館館館館館館子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどもももももももももももももももも体体体体体体体体体体体体体体体体験験験験験験験験験験験験験験験験学学学学学学学学学学学学学学学学習習習習習習習習習習習習習習習習ととととととととととととととととくくくくくくくくくくくくくくくくししししししししししししししししまままままままままままままままま動動動動動動動動動動動動動動動動物物物物物物物物物物物物物物物物園園園園園園園園園園園園園園園園 第２９回 徳島市子どもまつり
◆百人一首競技かるた徳島県王座決定戦（個人戦）
［とき］５月３日�１０：００～（当日９：３０～先着順で受け付け）
［定員］３２人（小学生以上）
◆～雅の遊び～投扇興王座決定戦
［とき］５月４日�１３：００～（当日１２：１５～先着順で受け付け）
［定員］８０人（小学生以上）
◆お殿さま、お姫さまに大変身
［とき］５月５日�１３：
００～（当日１２：１５～先着
順で受け付け）
［定員］男女各４０人（身
長１１０㌢以上）
※いずれも参加無料。
ただし、高校生以上は
入館料（一般３００円、
高校・大学生２００円）
が必要です。
［問い合わせ先］徳島城
博物館（�６５６－２５２５）

ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルデデデデデデデデデデデデンンンンンンンンンンンンウウウウウウウウウウウウイイイイイイイイイイイイーーーーーーーーーーーークククククククククククク特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別イイイイイイイイイイイイベベベベベベベベベベベベンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトト ［とき］５月５日�１０：００～１５：００
［ところ］徳島中央公園（雨天時は中央公民館）
［内容］市内青少年団体によるバトントワリング
や鼓笛演奏、各コーナーでのおもちゃ作りや竹馬
体験、モンキーブリッジ、もちつき、お茶席など

［参加費］無料
［問い合わせ先］社会教育課（�６２１－５４１７）

とくしま動物園では、次のイベントを開催します。ゾ
ウのエサやり、ポニー乗馬なども実施しています。
◎「押し花の世界」展

［とき］５月１２日�まで
［ところ］動物園センター
［内容］コスモス会の作成し
た動物などの押し花絵画作
品を展示します
◎押し花教室

［とき］５月３日�・５日�１２：００～１５：００
［ところ］動物園センター
［内容］押し花を使ったオリジナルの絵はがき作り
◎しゃぼん玉で遊ぼう

［とき］５月６日�１３：００～１５：００
◎ヴォルティスのスタッフたちと遊ぼう＝写真
［とき］５月３日�９：３０～１５：３０
［問い合わせ先］とくしま動物園（�６３６－３２１５）

▲モンキーブリッジに挑戦する参加者＝昨年

▲「お殿さま、お姫さまに大変身」
の参加者＝昨年

映画「眉山－びざん－」5 / 12から公開
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